
夢育アドバイザー（岡山県）中山芳一 

≪家庭教育支援資料≫『わが家のすこやか日記』から学ぶ「夢育※ポイント」No.8  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※この資料についてのお問合せは、岡山県教育庁生涯学習課（086-226-7597）まで。 

「夢育」 ： 一人ひとりの子どもが、自分の中で「夢」を育みながら、それに挑戦していく経験を通して、 
「意欲」や「自信」などの「自分を高める力」を養っていく教育 （岡山県教育委員会） 

安全安心な人間関係で築かれた家庭は、子どもたちにとって「心の安全基地」となり、
非認知能力、夢育のベースにもなります。これを夢育の視点で表現するなら「夢育基地」
でしょうか。「わが家のすこやか日記」は、まさに「夢育基地」のエピソード集として親
しまれていますが、一方で「そんな余裕はない」「現実はほど遠い」という 
声も聞こえてきます。そこで、皆さんの「夢育基地」の実現に向けて、少し 
でもお役に立てればと思い、日記から見える夢育ポイントを紹介します。 
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「中学生の子どもにどう関わっていいのか悩んでます」といった保護者の声をよく聞きます。
構い過ぎるとうっとうしがられ、だからといって、放っておくと愛されてないと文句を言われ
たり・・・、本当に難しいですよね。思春期以降の子どもには、「あなたのことを気にかけてる
よ」と、どこで伝えるかがとても重要になってきます。そこで、ヒントになるのがこの日記！ 
この日記では、ズボンを直す母の姿に、主人公が「忙しくてもちゃんと自分のことを見てくれ

てるんだ」という愛情を感じています。思春期は、たまに見せる親の愛情が心に突き刺さりま
す。いつもじゃなくていいので「ここ！」っていうタイミングで、子どもへの愛を伝えてみませ
んか。（中山芳一） 

マ
ン
ガ
／
山
崎
晋 


